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佐藤勝彦 ｢宇宙現象と素粒子物理｣ 基研 25周年シンポジウム報告集
佐藤文隆 ｢宇宙論と物理学｣ 科学 (岩波 ) 1979年7月号
佐藤文隆 ｢重力理論とその発展｣ 物理学会誌 1979年 12月号
座長 : 御質問をどうぞ｡
小川: 全宇宙が素粒子ぐらいになったら,ブラック･ホールになるという話があるが?














2. 九大 ･理 森 肇
基研における物理として,基研の長期研究計画 ｢非線型非平衡統計力学｣で何を考え,何を明らかにし
ようとしているか,をお話しする｡
物性物理は低温,磁性,半導体--･を縦わりとすれば,統計物理は相転移,不可逆過程,非線型非平衡
--･と横わりの性格をもっている-(図1のように )｡統計力学は,この20年間,主に相転移と非平衡統
計力学を課題として物性物理と共に進んできた｡日本で展開された線型応答や,松原 グリー ン関数,不可
逆過程の理論は,現在,物性物理で広く使われている.この統計力学は Boltzmannの原理 S-klogW
に立脚 していて,ハミル トン力学系からの,その基礎づけの研究も続いている｡
ところで,現在,統計力学は再び "非常に基礎的な問題〝に直面している.大げさにいえば, Boltz-
mannが100年程前に直面したと同 じタイプの問題に直面しているといえる｡つまり,図1のように,非
線型非平衡系では,S-klogW に対応する principleが見出されていない｡
非線型非平衡では,平衡系の相転移とは異質の相転移がおこる｡平衡から体系をずらしていくと,時空
の対称性がsuccessiveに変化 して,遂には乱流,一般には 玉垣聖_担-移転する｡このような現象は,読
体だけでなく,レーザーおよびそれを使 う諸種の非線型光学,半導体のホット･エレクトロン,プラズマ,
化学反応など,現在は物性物理の"周辺〝でしかし,十分に一般性をもって見出されている｡
これらの現象を支配する原理となるべき, E=∃ を見つけるのに,散逸力学系から演揮しよう
という試みがある｡それは,丁度, Boltzmann原理を-ミルトン力学系から痛棒しようというエルゴ-
ド派に相当するわけで,主に物理数学の人達が追求 している｡力学系の理論は,-ミル トン力学系にしろ
散逸力学系にしろ,最近いろいろと具体的成果があがって,それぞれ,興味深い応用がなされている｡
しかし,物理の人達は,実験を参考にLcomputerを駆使 して,法則を発見したい,あわよくば, S-
ー160-
